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内分泌・代謝学Ⅰ 

Endocrinology and Metabolism Ⅰ 
 

単位数：５単位 

 

〇金﨑 啓造 教 授：内科学第一    竹谷  健 教 授：小児科学 

鞁嶋 有紀 准教授：小児科学     矢野 彰三 准教授：臨床検査医学 

山本 昌弘 准教授：内分泌代謝内科  金崎 春彦 准教授：周産期母子医療ｾﾝﾀｰ 

   

１．科目の教育方針 

内分泌・代謝学の講義・演習では、小児から高齢者まで幅広い年齢層における内分泌・

代謝に関わる疾患の病因、病態、治療法の原理について広く学ぶ。先天代謝異常症、視

床下部—下垂体—卵巣系の異常症、カルシウム・骨代謝異常症、糖尿病・糖尿病合併症、

生活習慣病の病因・病態さらには排卵・受精・着床現象の内分泌的しくみについて、酵

素学、遺伝学、細胞内情報伝達学、分子生物学そして臨床統計学の観点から学ぶ。 

 

２．教育目標 

一般目標 general instructional objectives 

１）遺伝的酵素異常に基づく代謝障害の病態並びに先天代謝異常症の食事療法、薬物療

法の考え方を理解する。 

２）内分泌・代謝学をめぐる問題を、生殖医学、産婦人科学、細胞内情報伝達学の立場

から理解する。 

３）糖尿病・糖尿病合併症に関わる歴史的発見〜最新の知見に関して translational 

researchを見据えた観点から理解できる。 

４）生活習慣病（糖尿病、高脂血症、慢性腎臓病）と骨代謝異常の病態の分子生物学的

解析並びに臨床統計学的解析を習得する。 

 

行動目標 specific behavioral objectives 

１）先天代謝異常の分類法、診断法の原理並びに病態に応じた治療の原則を説明できる。 

２）排卵、受精、着床現象を内分泌学、細胞内情報伝達学的に説明できる。 

３）慢性高血糖の原因とそれがもたらす病態的意義を説明できる。 

４）生活習慣病・骨代謝異常の病態を分子生物学的・臨床統計学的観点から説明できる。 

 

３．教育の方法、進め方 

  講義、セミナー、研究カンファレンスでの討論。講義は主としてオンラインで行うこ

ととし、Teams等によるライブ配信を中心にオンデマンドを併用する。講義方法に変更（オ

ンライン⇒対面等）がある場合には都度、連絡を行う。 
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４．成績評価の方法 

すべての講義および演習が終わった後、規定の出席率（2/3以上）を満たした学生に対

し、課題を呈示し、レポートの提出等を指示する。そのレポート等を行動目標の達成度

を主眼に評価する。 

 

５．使用テキスト・参考文献 

新遺伝子工学ハンドブック 改訂第 4版 村松正実、山本雅 羊土社 

日常臨床にすぐに使える臨床統計学 能登洋 羊土社 

 

６．教育内容 

回 授業内容 担 当 

１ 先天代謝異常学 1 （総論） 竹谷 健 

２ 先天代謝異常学 2 （体液性疾患） 竹谷 健 

３ 先天代謝異常学 3 （蓄積性疾患） 竹谷 健 

４ 先天代謝異常学 4 （先天代謝異常の治療概論） 竹谷 健 

５ 生殖内分泌学 1. 視床下部—下垂体—卵巣系の調節機構  金崎春彦 

６ 生殖内分泌学 2. 受精・着床におけるホルモンの役割  金崎春彦 

７ 生殖内分泌学 3. 女性性腺と卵巣機能低下症  金崎春彦 

８ 下垂体ホルモンの産生・分泌機序における細胞内情報伝達系  金崎春彦 

９ 糖尿病学：成因と合併症の発症進展機序(総論) 金﨑啓造 

１０ 糖尿病性腎症の発症進展機序 金﨑啓造 

１１ カテコール代謝不全の病態的意義 金﨑啓造 

１２ 糖尿病と癌 金﨑啓造 

１３ 骨粗鬆症の総論と各論 山本昌弘 

１４ 統計学手法を用いた臨床研究法（例：糖尿病と骨粗鬆症） 山本昌弘 

１５ 慢性腎臓病におけるカルシウム・骨代謝異常 矢野彰三 

 


